
①　第1610号　（毎月20日発行） 平成28年10月20日

■平成28年期議員選任（3号議員・2号議員紹介）

■日本商工会議所の動き/商工会議所の動き（9月）

■情報化委員会  茨城県北芸術祭視察研修

■相談所だより

　・ 経営安定特別相談室のご案内

　・ 自治・振興金融制度、小規模事業者経営改善

　　資金融資制度（マル経）

■デュアルシステム受入事業所を募集

　/特定商工業者負担金納入のお願い

■リレー随想（その197）

■会員探訪
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……………………………… 8

…………………………………………… 9

■会議所インフォメーション

　貸会場案内/役員議員紹介『素顔』

■国・県・市等からのお知らせ

………………………… 10

……………………… 11

● 期　　日　 平成29年1月5日（木）
● 会　　場　 ホテル天地閣
● 参 加 費　 1,000円
● 申　　込    詳細は本誌付録の
　　　　　　申込書をご覧ください。

平成29年新年名刺交換会平成29年新年名刺交換会

No.1610

2016

かいぎしょNEWS新年号企画で当所役員・議員の選んだ日立市内の好きな場所（その⑦）：日立駅舎
現在茨城県北芸術祭が行われており、ガラスの日立駅舎の壁面が虹色のカッティングシートで彩られています。



③　第1610号　（毎月20日発行） 平成28年10月20日 第1610号　（毎月20日発行） 平成28年10月20日　②

お宅の屋根は
大丈夫ですか？
※平成１６年以前に製造された屋根材（カラーベスト）には
　アスベストが含まれております。
　　　　（ご心配な方は当店にご相談ください！）

9月1日 正副会頭会議
9月2日 選挙人名簿縦覧
 ～ 6日
9月4日 第89回電卓検定
9月5日 選挙委員と7部会長会議
 ひたちものづくり協議会
9月12日　常議員会
9月16日　工業部会景況懇談会
9月20日　選挙委員と7部会長会議
9月23日　商業部会会議
9月24日　あきんど探検少年団活動
 ものづくり探検少年団活動
9月26日　工業部会会議
9月27日　金融財務業部会会議
 交通運輸業部会会議
 情報化委員会茨城県北芸術祭視察研修
9月28日　文化産業部会会議
 消費税軽減税率対策窓口相談等事業セミナー
9月29日　建設業部会会議
 観光環衛業部会会議

日立商工会議所の動き9月9月9月

日本商工会議所の動き

　日本商工会議所の三村明夫会頭は８月23日、経済産

業省の第19回産業構造審議会総会に出席した。会合で

は、「平成29年度経済産業政策の重点」、第４次産業革

命に向けた規制改革の工程表などが盛り込まれる「新

産業構造ビジョン」について議論した。

　三村会頭は、「アベノミクスの課題の本質は、デフレ

からの脱却と潜在成長率の引き上げ」と指摘。新産業

構造ビジョンについて、「潜在成長率を引き上げるた

めに、今回の検討事項がどのように関わってくるのか

を明らかにしてほしい」と潜在成長率引き上げに向け

た道筋を明らかにするよう求めた。

　世耕弘成経済産業大臣は、「今こそ企業の投資の拡

大と消費を喚起するための賃上げ促進に向けて呼び

水となる政策を総動員する時が来ている」と強調。ロ

ボットや人工知能など第４次産業革命に向けた投資

とともに、中小企業の活性化を通して、ＧＤＰ600兆円

を目指す考えを示した。

産業構造審議会総会

三村会頭「潜在成長率高めよ」

潜在成長率引き上げの重要性を指摘する三村会頭（中央）

　9月12日、当所で常議員会を開催しました。

　協議では、7月・8月の新入会員（別記）を承認。続いて平

成28年期議員選任関係として、三号議員16事業所の選任（関

連記事②面掲載）と二号議員部会割当数を協議し承認しました。

　報告では会員サービス委員会白土副委員長から当所会員ゴル

フ大会開催について、産業振興対策委員会武士委員長から新た

なまちづくりの研究として茨城大学工学部研究成果発表会「日

立駅前周辺商店街活性化方策」について説明がありました。

ＡＩＫスポーツクラブ（サッカースクール）　神峰町4－1－20

台湾カフェ碧庭【グリーンガーデン】（飲食業）　滑川町2－27－5

弁護士法人長瀬総合法律事務所日立支部（法律事務所）幸町1－4－1

3号議員16事業所、2号議員部会割当数を承認
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　平成28年期の部会役員を選任する部会会議を開催しま

す。各部会に所属する会員の皆様のご出席をお願いします。

　◆商　業　部　会　　11月18日（金）

　　　　　　　　　　　午後 2 時　会場：第２会議室

　◆工　業　部　会　　11月16日（水）

　　　　　　　　　　　午後 2 時　会場：特別会議室

　◆建 設 業 部 会　　11月16日（水）

　　　　　　　　　　　午後 2 時　会場：第４会議室

　◆金融財務業部会　　11月15日（火）

　　　　　　　　　　　午後 2 時　会場：特別会議室

　◆観光環衛業部会　　11月16日（水）

　　　　　　　　　　　午後 3 時　会場：第２会議室　

　◆交通運輸業部会　　11月15日（火）

　　　　　　　　　　　午後 4 時　会場：第２会議室

　◆文化産業部会　　11月16日（水）

　　　　　　　　　　　午前10時　会場：第２会議室

部会会議開催のご案内部会会議開催のご案内

新入会員紹介新入会員紹介

9月の常議員会9月の常議員会
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お宅の屋根は
大丈夫ですか？
※平成１６年以前に製造された屋根材（カラーベスト）には
　アスベストが含まれております。
　　　　（ご心配な方は当店にご相談ください！）

9月1日 正副会頭会議
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 ～ 6日
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日本商工会議所の動き

　日本商工会議所の三村明夫会頭は８月23日、経済産

業省の第19回産業構造審議会総会に出席した。会合で

は、「平成29年度経済産業政策の重点」、第４次産業革

命に向けた規制改革の工程表などが盛り込まれる「新
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からの脱却と潜在成長率の引き上げ」と指摘。新産業

構造ビジョンについて、「潜在成長率を引き上げるた

めに、今回の検討事項がどのように関わってくるのか

を明らかにしてほしい」と潜在成長率引き上げに向け
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大と消費を喚起するための賃上げ促進に向けて呼び

水となる政策を総動員する時が来ている」と強調。ロ

ボットや人工知能など第４次産業革命に向けた投資

とともに、中小企業の活性化を通して、ＧＤＰ600兆円
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潜在成長率引き上げの重要性を指摘する三村会頭（中央）

　9月12日、当所で常議員会を開催しました。

　協議では、7月・8月の新入会員（別記）を承認。続いて平

成28年期議員選任関係として、三号議員16事業所の選任（関

連記事②面掲載）と二号議員部会割当数を協議し承認しました。

　報告では会員サービス委員会白土副委員長から当所会員ゴル

フ大会開催について、産業振興対策委員会武士委員長から新た

なまちづくりの研究として茨城大学工学部研究成果発表会「日

立駅前周辺商店街活性化方策」について説明がありました。

ＡＩＫスポーツクラブ（サッカースクール）　神峰町4－1－20

台湾カフェ碧庭【グリーンガーデン】（飲食業）　滑川町2－27－5

弁護士法人長瀬総合法律事務所日立支部（法律事務所）幸町1－4－1

3号議員16事業所、2号議員部会割当数を承認
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商
店

◆
株
式
会
社
三
和
商
事

◆
有
限
会
社
カ
メ
ブ
呉
服
店

◆
株
式
会
社
須
田
酒
店

◆
プ
レ
ビ
株
式
会
社

◆
株
式
会
社
旭
製
作
所

◆
茨
城
電
機
工
業
株
式
会
社

◆
株
式
会
社
小
野
金
属
工
業
所

◆
久
慈
鉄
工
協
同
組
合

◆
日
立
製
作
所
工
業
協
同
組
合

◆
日
立
鉄
工
協
同
組
合

◆
日
立
南
工
業
団
地
協
同
組
合

◆
株
式
会
社
小
峰
製
作
所

◆
株
式
会
社
岡
部
工
務
店

◆
株
式
会
社
白
土
工
務
店

◆
多
賀
土
木
株
式
会
社

◆
株
式
会
社
高
橋
宗
四
郎
商
店

◆
株
式
会
社
タ
ケ
ム
ラ

◆
日
立
土
木
株
式
会
社

◆
藤
和
建
設
株
式
会
社

◆
株
式
会
社
山
森

◆
ア
ク
サ
生
命
保
険
株
式
会
社

　水
戸
支
社
日
立
営
業
所

◆
臼
木
証
券
株
式
会
社

◆
株
式
会
社
魚
武

◆
有
限
会
社
カ
ワ
イ

◆
株
式
会
社
キ
ャ
ビ
ン
プ
レ
ス

◆
有
限
会
社
フ
ァ
ー
ス
ト

◆
有
限
会
社
ミ
リ
オ
ン

◆
佐
藤
泰
博（
ブ
ル
ー
バ
ー
ド
学
園
）

◆
日
立
地
区
通
運
株
式
会
社

◆
日
立
埠
頭
株
式
会
社

◆
株
式
会
社
ガ
ー
ド
ケ
ア
ピ
ー
ス

◆
株
式
会
社
ジ
ュ
ン
・
ホ
ー
ム

◆
郡
司
洋
子
（
あ
ゆ
み
珠
算
塾
）

　平成28年期の部会役員を選任する部会会議を開催しま

す。各部会に所属する会員の皆様のご出席をお願いします。

　◆商　業　部　会　　11月18日（金）

　　　　　　　　　　　午後 2 時　会場：第２会議室

　◆工　業　部　会　　11月16日（水）

　　　　　　　　　　　午後 2 時　会場：特別会議室

　◆建 設 業 部 会　　11月16日（水）

　　　　　　　　　　　午後 2 時　会場：第４会議室

　◆金融財務業部会　　11月15日（火）

　　　　　　　　　　　午後 2 時　会場：特別会議室

　◆観光環衛業部会　　11月16日（水）

　　　　　　　　　　　午後 3 時　会場：第２会議室　

　◆交通運輸業部会　　11月15日（火）

　　　　　　　　　　　午後 4 時　会場：第２会議室

　◆文化産業部会　　11月16日（水）

　　　　　　　　　　　午前10時　会場：第２会議室

部会会議開催のご案内部会会議開催のご案内

新入会員紹介新入会員紹介

9月の常議員会9月の常議員会
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　今
回
は
観
光
委
員
会
と
合
同

で
参
加
者
19
人
で
視
察
研
修
会

を
行
な
い
、
９
月
17
日
か
ら
公

開
さ
れ
て
い
る
『
K
E
N
P
O
K

U 

A
R
T 

2
0
1
6
茨
城
県

北
芸
術
祭 

』
の
会
場
を
バ
ス
で

巡
り
視
察
し
ま
し
た
。
視
察
の

出
発
に
あ
た
り
情
報
化
委
員
会

の
武
田
委
員
長
は
「
作
家
た
ち

が
何
ヶ
月
も
か
け
県
北
に
足
を

運
び
、
こ
の
地
の
歴
史
と
自
然

に
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
受

け
制
作
し
た
も
の
ば
か
り
。
決

し
て
東
京
な
ど
他
所
で
作
っ
た

も
の
を
持
ち
込
ん
で
は
い
な
い

の
で
、
そ
れ
が
鑑
賞
ポ
イ
ン
ト

に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
新
た
な

価
値
の
発
見
や
地
域
活
性
、
地

元
の
受
け
入
れ
態
勢
、
情
報
発

信
に
つ
い
て
も
参
考
に
な
る
と

思
い
ま
す
」
と
挨
拶
し
ま
し
た
。

　県
北
地
域
は
風
光
明
媚
な
海

岸
線
と
自
然
豊
か
な
里
山
が
在

り
、
明
治
時
代
か
ら
炭
坑
や
鉱

山
で
栄
え
た
地
域
。
そ
の
後
も

工
業
の
ま
ち
と
し
て
日
本
の
近

代
化
に
貢
献
し
現
在
に
至
っ
て

い
ま
す
。
そ
の
自
然
と
歴
史
に

彩
ら
れ
た
北
茨
城
市
・
高
萩
市
・

日
立
市
・
大
子
町
・
常
陸
大
宮
市
・

常
陸
太
田
市
の
６
市
町
32
会
場

で
芸
術
祭
は
開
催
。
国
内
で
も

最
大
級
の
国
際
ア
ー
ト
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
と
し
て
、
国
内
外
の

作
家
85
組
に
よ
る
約
1
0
0
の

現
代
ア
ー
ト
作
品
と
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
が
公
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

　こ
の
日
、
研
修
会
に
参
加
し

た
19
人
は
山
側
の
７
会
場
（
常

陸
太
田
市
鯨
ヶ
丘
商
店
街
・
道

の
駅
常
陸
大
宮
か
わ
プ
ラ
ザ
・

旧
美
和
中
学
校
・
大
子
駅
前
商

店
街
・
旧
上
岡
小
学
校
・
袋
田

の
滝
・
御
岩
神
社
）
を
巡
り
、

現
代
ア
ー
ト
作
品
を
堪
能
す
る

と
共
に
、
会
場
付
近
の
商
店
街

な
ど
の
状
況
を
視
察
し
ま
し
た
。

　最
初
の
会
場
と
な
っ
た
常
陸

太
田
市
鯨
ヶ
丘
商
店
街
で
は
、

レ
ト
ロ
な
街
の
あ
ち
こ
ち
に
ピ

ン
ク
の
窓
が
出
現
。『
サ
イ
ン
ズ

メ
モ
リ
ー
2
0
1
6
』（
作

：

原

高
史
）
と
題
し
た
ピ
ン
ク
の
窓

は
、
地
元
住
民
た
ち
の
言
葉
を

そ
の
ま
ま
文
章
と
絵
に
し
た
ア

り
、
滝
そ
の
も
の
に
も
感
動
し

て
い
る
よ
う
で
良
い
情
報
発
信

に
な
る
の
で
は
な
い
か
」
と
の

話
が
聞
け
ま
し
た
。

　最
後
は
近
年
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ

ト
と
し
て
人
気
の
御
岩
神
社
へ
。

薄
暮
に
な
り
か
け
の
境
内
で
風

に
な
び
く
作
品
『
社
の
蜃
気
楼
』

（
作

：

森
山
茜
）
な
ど
を
鑑
賞
し

ま
し
た
。

　い
ず
れ
も
自
然
い
っ
ぱ
い
の

古
い
佇
ま
い
の
中
に
斬
新
な
現

代
ア
ー
ト
を
展
示
。そ
の
ギ
ャ
ッ

プ
が
不
思
議
な
印
象
を
醸
し
出

し
て
い
た
作
品
の
数
々
。「
普
段

郎
）
と
題
す
る
、
床
に
墨
汁
を

た
た
え
た
《
漆
黒
の
沼
》
が
展

示
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
日
立
市

に
ゆ
か
り
あ
る
作
家
だ
け
に
、

参
加
者
た
ち
は
あ
り
得
な
い
空

間
を
ゆ
っ
く
り
鑑
賞
し
ま
し
た
。

　袋
田
の
滝
で
は
、
滝
へ
向
う

ト
ン
ネ
ル
内
の
天
井
に
う
ね
う

ね
と
長
い
ア
ク
リ
ル
の
構
造
物

が
来
観
者
を
迎
え
ま
し
た
。
滝

に
至
る
水
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
を

表
現
し
た
『
連
鎖
的
可
能
性
』

（
作

：

ジ
ョ
ン
・
ヘ
リ
ョ
ン
）
と

い
う
作
品
で
、
ま
る
で
脈
を
打

つ
よ
う
に
色
が
変
化
す
る
様
子

が
幻
想
的
。
こ
の
日
は
水
戸
気

象
台
で
27
・
5
度
を
観
測
し
た

夏
日
で
し
た
が
、
ト
ン
ネ
ル
内

だ
け
は
滝
が
作
る
冷
風
が
吹
き

込
ん
で
一
時
の
涼
も
楽
し
め
ま

し
た
。「
作
品
が
ア
ミ
ュ
ー
ズ
メ

ン
ト
・
パ
ー
ク
を
思
わ
せ
て
面

白
い
」
と
い
う
声
も
あ
り
ま
し

た
。
滝
付
近
の
土
産
品
店
で
は

「
若
い
世
代
の
方
が
多
く
来
て
お

り
も
多
く
人
が
出
て
い
る
。
街

に
活
気
が
出
て
自
分
た
ち
も
元

気
に
な
れ
る
」
と
の
声
が
聞
か

れ
ま
し
た
。

　昨
年
３
月
に
廃
校
に
な
っ
た

常
陸
大
宮
市
の
旧
美
和
中
学
校

に
は
若
手
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
に
よ

る
体
験
型
の
作
品
な
ど
が
多
数

展
示
。
そ
の
ユ
ニ
ー
ク
な
こ
と

は
参
加
者
も
時
を
忘
れ
る
ほ
ど

で
し
た
。

　ロ
ケ
地
で
有
名
に
な
っ
た
大

子
町
の
旧
上
岡
小
学
校
の
講
堂

に
『
沈
黙
の
教
会
、
あ
る
い
は

沈
黙
の
境
界
』（
作

：

田
中
信
太

プ
ロ
ー
チ
作
品
。「
読
ん
で
み
る

と
面
白
い
の
で
、つ
い
店
に
入
っ

て
み
た
く
な
る
」
と
話
す
参
加

者
も
い
ま
し
た
。
地
元
商
店
街

の
あ
る
お
店
で
は
「
通
常
時
よ

モ
ノ
を
作
る
仕
事
を
し
て
い
る

の
で
、
各
展
示
物
の
仕
組
み
が

気
に
な
っ
た
」「
山
側
の
会
場
だ

け
巡
っ
た
が
、と
て
も
楽
し
か
っ

た
。
近
い
う
ち
に
海
側
の
方
も

観
て
み
た
い
」
と
い
う
声
が
参

加
者
か
ら
聞
か
れ
ま
し
た
。
各

会
場
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ

フ
の
皆
さ
ん
も
熱
心
に
作
品
や

会
場
、
周
辺
の
観
光
名
所
な
ど

を
来
場
者
に
説
明
し
て
い
ま
し

た
。　県

北
芸
術
祭
は
11
月
20
日
ま

で
開
催
さ
れ
ま
す
。

情
報
化
委
員
会「
茨
城
県
北
芸
術
祭
」視
察
研
修

　
県
内
初
の
国
際
ア
ー
ト
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル「
Ｋ
Ｅ
Ｎ
Ｐ
Ｏ
Ｋ
Ｕ 

Ａ
Ｒ
Ｔ 

２
０
１
６
茨
城
県
北
芸
術
祭
」

が
９
月
17
日
に
開
幕
。県
北
の
６
市
町
32
会
場
で
国
内
外
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
85
組
に
よ
る
約
１
０
０
の
作

品
と
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
公
開
さ
れ
て
い
ま
す
。当
所
情
報
化
委
員
会（
武
田
太
志
委
員
長
）で
は
９
月
27
日

に
、県
北
芸
術
祭
視
察
研
修
会
を
開
催
。常
陸
太
田
市
と
常
陸
大
宮
市
・
大
子
町
・
日
立
市
の
７
会
場
を
バ

ス
で
巡
り
鑑
賞
し
ま
し
た
。

「
現
代
ア
ー
ト
に
彩
ら
れ
た
県
北
を
巡
る
」

「
現
代
ア
ー
ト
に
彩
ら
れ
た
県
北
を
巡
る
」

常陸太田市鯨ケ丘商店街旧上岡小学校

袋田の滝

御岩神社 旧美和中学校
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９
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で

巡
り
視
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し
ま
し
た
。
視
察
の

出
発
に
あ
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り
情
報
化
委
員
会

の
武
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委
員
長
は
「
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た
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が
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も
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け
県
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に
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を

運
び
、
こ
の
地
の
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と
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に
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を
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も
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。
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東
京
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他
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も
の
を
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で
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な
い

の
で
、
そ
れ
が
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ト

に
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す
。
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、
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の
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見
や
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性
、
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の
受
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入
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、
情
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発
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て
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と

思
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と
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ま
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代
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ど
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住
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と
の
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た
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年
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で
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蜃
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森
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茜
）
な
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た
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ず
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も
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い
の
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い
の
中
に
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な
現
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醸
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の
数
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普
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と
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》
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展
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さ
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た
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に
、

参
加
者
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間
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た
。
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と
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迎
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連
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ョ
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ま
る
で
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を
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つ
よ
う
に
色
が
変
化
す
る
様
子

が
幻
想
的
。
こ
の
日
は
水
戸
気

象
台
で
27
・
5
度
を
観
測
し
た

夏
日
で
し
た
が
、
ト
ン
ネ
ル
内

だ
け
は
滝
が
作
る
冷
風
が
吹
き

込
ん
で
一
時
の
涼
も
楽
し
め
ま

し
た
。「
作
品
が
ア
ミ
ュ
ー
ズ
メ

ン
ト
・
パ
ー
ク
を
思
わ
せ
て
面

白
い
」
と
い
う
声
も
あ
り
ま
し

た
。
滝
付
近
の
土
産
品
店
で
は

「
若
い
世
代
の
方
が
多
く
来
て
お

り
も
多
く
人
が
出
て
い
る
。
街

に
活
気
が
出
て
自
分
た
ち
も
元

気
に
な
れ
る
」
と
の
声
が
聞
か

れ
ま
し
た
。

　昨
年
３
月
に
廃
校
に
な
っ
た

常
陸
大
宮
市
の
旧
美
和
中
学
校

に
は
若
手
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
に
よ

る
体
験
型
の
作
品
な
ど
が
多
数

展
示
。
そ
の
ユ
ニ
ー
ク
な
こ
と

は
参
加
者
も
時
を
忘
れ
る
ほ
ど

で
し
た
。

　ロ
ケ
地
で
有
名
に
な
っ
た
大

子
町
の
旧
上
岡
小
学
校
の
講
堂

に
『
沈
黙
の
教
会
、
あ
る
い
は

沈
黙
の
境
界
』（
作

：

田
中
信
太

プ
ロ
ー
チ
作
品
。「
読
ん
で
み
る

と
面
白
い
の
で
、つ
い
店
に
入
っ

て
み
た
く
な
る
」
と
話
す
参
加

者
も
い
ま
し
た
。
地
元
商
店
街

の
あ
る
お
店
で
は
「
通
常
時
よ

モ
ノ
を
作
る
仕
事
を
し
て
い
る

の
で
、
各
展
示
物
の
仕
組
み
が

気
に
な
っ
た
」「
山
側
の
会
場
だ

け
巡
っ
た
が
、と
て
も
楽
し
か
っ

た
。
近
い
う
ち
に
海
側
の
方
も

観
て
み
た
い
」
と
い
う
声
が
参

加
者
か
ら
聞
か
れ
ま
し
た
。
各

会
場
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ

フ
の
皆
さ
ん
も
熱
心
に
作
品
や

会
場
、
周
辺
の
観
光
名
所
な
ど

を
来
場
者
に
説
明
し
て
い
ま
し

た
。　県

北
芸
術
祭
は
11
月
20
日
ま

で
開
催
さ
れ
ま
す
。

情
報
化
委
員
会「
茨
城
県
北
芸
術
祭
」視
察
研
修

　
県
内
初
の
国
際
ア
ー
ト
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル「
Ｋ
Ｅ
Ｎ
Ｐ
Ｏ
Ｋ
Ｕ 

Ａ
Ｒ
Ｔ 

２
０
１
６
茨
城
県
北
芸
術
祭
」

が
９
月
17
日
に
開
幕
。県
北
の
６
市
町
32
会
場
で
国
内
外
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
85
組
に
よ
る
約
１
０
０
の
作

品
と
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
公
開
さ
れ
て
い
ま
す
。当
所
情
報
化
委
員
会（
武
田
太
志
委
員
長
）で
は
９
月
27
日

に
、県
北
芸
術
祭
視
察
研
修
会
を
開
催
。常
陸
太
田
市
と
常
陸
大
宮
市
・
大
子
町
・
日
立
市
の
７
会
場
を
バ

ス
で
巡
り
鑑
賞
し
ま
し
た
。

「
現
代
ア
ー
ト
に
彩
ら
れ
た
県
北
を
巡
る
」

「
現
代
ア
ー
ト
に
彩
ら
れ
た
県
北
を
巡
る
」

常陸太田市鯨ケ丘商店街旧上岡小学校

袋田の滝

御岩神社 旧美和中学校



◆ 特定商工業者法定台帳ご提出のお願い ◆

負担金納入のお願い

　昭和28年10月に施行された商工会議所法に従い、4月1日現在に

おいて、6ヶ月以上、地区内に営業所等を有する商工業者の方で次の

いづれかの事項に該当する方が対象となります。

　①地区内の営業所等で、常時使用する従業員が20人（商業・サービス業に属する事業を営まれている

　　方の場合は5人）以上である方

　②資本金額又は払込済出資総額が300万円以上の方

　これらの方々は、「商工会議所法」によって、事業の内容を法定台帳にて商工会議所に登録していただ

くことになっています。ご登録いただいた内容を法定台帳に整備し、商工会議所に寄せられる商取引の照

会や斡旋などの基礎資料として運用いたします。

　法定台帳は、法令で作成するように定められたものであり、法定台帳に関しての所要経費は、毎年

特定商工業者の方々にご負担して頂いております。今年度の負担金は、当所の場合ですと4,000円（消

費税課税対象外）です。

■ 問合せ　総務課 ■

特定商工業者とは…

⑦　第1610号　（毎月20日発行） 平成28年10月20日 第1610号　（毎月20日発行） 平成28年10月20日　⑥

誇れる仕事を未来へ… 笑顔あふれる街づくりにチャレンジ

　当所では、茨城県立日立工業高等学校で実施する「日

立地区デュアルシステム」事業を支援しています。デ

ュアルシステムは希望生徒が週に1日、企業での実習

を行うもので、平成16年に全国15地域の1地域として

指定を受け始まった人材育成事業です。

◇受入期間：平成29年5月～平成30年2月

　　　　　　週1日終日、計25日程度

◇対象業種：製造業、ソフトウェア、自動車整備

　　　　　　関連業種

◇人　　数：1～2名（1事業所）

◇申込締切：11月24日（木）

◇申込・問合せ：日立工業高校（担当：弓野）、

　　　　　　　　当所商工観光課

不明な点、疑問な点があればお問い合わせください。

今年度は9名の生徒が会員事業所8社で実習を行っています。

○茨城県立日立工業高等学校の2年生希望生徒20名程度が
　対象
○受入協力企業に対して、指導・監督等の費用の一部とし
　て協力金を支給します。
○参加生徒は、保険（傷害、賠償責任）に加入し、交通費及
　び昼食は、参加生徒が負担します。
○プログラムは、受入企業での作成をお願いいたします。

デュアルシステム受入事業所を募集デュアルシステム受入事業所を募集
地域人材育成事業

自治・振興金融融資制度自治・振興金融融資制度
【自治金融】
○限　度　額　1,000万円
○期　　　間　運転7年　設備7年
○保　証　人　個人事業主は原則不要。
　　　　　　　法人の場合は代表者。
　　　　　　　※特別な事情がある場合は、その他に
　　　　　　　　連帯保証人が必要になります。
○担　　　保　原則不要
　利率1.20％（平成28年10月1日現在）
【振興金融】
○限　度　額　2,000万円
○期　　　間　運転7年　設備7年
○保　証　人　個人事業主は原則不要。
　　　　　　　法人の場合は代表者。
　　　　　　　※特別な事情がある場合は、その他に
　　　　　　　　連帯保証人が必要になります。
○担　　　保　必要に応じて徴求
　利率1.30％（平成28年10月1日現在）
※どちらも年利1.0％の利子補給が受けられます。お申込み・
　お問合せはお近くの金融機関または経営支援課まで

　事業経営が不振に陥った時は、「早期に適切な手を打つ」ことが重要なポイントです。受注・販
売不振、手形の決済などで事業経営の先行きに不安が生じたらできるだけお早めに『経営安定特
別相談室』にご相談ください。

○経営安定特別相談室とは…
　経営不振に陥った事業所から相談を受け、再建
の見込みがある企業については関係機関との協
力により再建の方策を講じるなど倒産を未然に
防止することを目的に設置されているのが「経営
安定特別相談室」です。相談室では商工調停士等
の専門家が相談に応じます。

○商工調停士とは…
　中小企業の倒産に関わる諸問題について解決
に向けての相談・アドバイスを行ないます。商工
調停士は、当所会頭から委嘱されています。

○お申込みにあたって…
　経営不振に陥った経緯などをお聞かせいただ
くとともに相談アドバイスに必要な資料の提出
をお願いしています。

相談無料・秘密厳守　お申込およびお問合せは経営支援課まで。相談無料・秘密厳守　お申込およびお問合せは経営支援課まで。

困った時には早めの相談！

相 談 の 手 順

相 談 申 込

相談内容の検討

・経営、財務内容の把握と分析

・倒産防止の方策の検討

調 停
債権者等関係者
への協力要請

・金融斡旋

・手形処理指導

・事業転換指導

・円滑な整理方法の検討

・法的手続き等の指導、助言

経営 安 定特別相談室

小規模事業者経営改善資金融資制度（マル経）小規模事業者経営改善資金融資制度（マル経）
【マル経制度】
○限　度　額　2,000万円
　　　　　　　※1,500万円超は事業計画書添付
○期　　　間　運転7年　設備10年
○保証・担保　原則不要
　利率1.30％（平成28年10月1日現在）

【マル経をご利用頂ける方】
○日立市内(十王地域を除く)で1年以上継続して同一事
業を営んでおり、税務申告をしている方

○当所の経営指導を原則として6ヶ月以上受けている方
○従業員20名以下（商業・サービス業は5人以下）の小規
模事業者の方

○所得税（法人税）、事業税、住民税を完納している方

※年利1.10％の利子補給が受けられます。
　お申込み・お問合せは経営支援課まで


